






要約:極低出生体重児の NICU退院後の骨密度の経過を追跡調査した。修正満期に達しても

有意に低い値をとっていた極低出生体重児の骨密度は,2 歳までに急速に catch up し、2

歳時の平均が 0.391±0.046g/㎝ 2 と同年齢の正常コントロールの範囲内(0.456±

O.090g/cm2)に入っていた。体重、身長と骨密度の相関ではいずれも 2 歳までは直線的に

非常に強い相関を示した(相関係数がそれぞれ 0.926,0.943)。3 歳以降は catch up の速度

も緩やかとなり,またばらつきも大きくなった。これらのことから極低出生体重児の骨密

度の catch up はほとんどが 2歳までにおこり正常範囲内には入るが,学齢期になっても正

常に生まれた児の骨密度にはまだなお追い付いていないものと考えられた。


